
8282

特 長

１.交通量が多く 、開削工法が出来ない場所で最適です。

２.道路と軌道の交差部で立体交差構築に有効です。

３.昼・夜間の施工が可能です。

４.ソーシャルコストを軽減できます。
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工法の概要

システム

泥濃式推進工法

泥土圧式推進工法

ボックスカルバート推進工法は、密閉式機械推進工法で、泥濃式推進工法と泥土厚式推進工法の両工法のシステムを施工条

件に応じて使い分けが可能となっています。カッター部は、自転公転式の多軸構造とすることで、隅角部も同時に切削できる

ため、全断面掘削をすることが可能となっています。

そのため、高精度の実現と推進力の低減が図れます。なおかつ地山の安定に優れており、掘削効果も高いことから工期短縮、

急速施工が可能となっております。また、①通信管路②電力管路③地下歩道に適し、矩形断面のため内部のラックなどの設置
撤去が容易で維持管理コストの低減も可能となります。

道路と軌道の交差部分などの交通混雑の緩和のための立体交差の構築としても非常に有効な工法であります。

本指針のボックスカルバート推進工法は、吸泥排土方式を用いた泥濃式推進工法とバケット 、ベルトコンベアによる排土方式

を用いた泥土圧式推進工法のいずれかの選択が可能です。

密閉型掘進機により掘削された土砂は、地上の添加材プラントから切羽に圧送された添加材と混合・攪拌され、不透水性が高

く流動性の良い半塑性・半液性の混合体に変換されます。

その後、後方の排土バルブの制御により切羽土圧の管理を行い、吸泥排土装置にて坑外に搬送されます。

密閉型掘進機により掘削された土砂は、地上の添加材プラントから切羽に圧送された添加材と混合・攪拌され、不透水性が高

く流動性の良い塑性流動体に変換されます。

その後、後方の排土バルブの制御により切羽土圧の管理を行い、バケットまたはベルトコンベア（ スクリューコンベアの場合あ

り）により坑外に搬送されます。

〔 砂、シルト基盤用〕 〔 砂礫玉石地番用〕

〔 日本鉄道建設公団常磐新線の駅舎接合部のトンネル工事〕

〔 カッター軌跡〕
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